
＜令和１１年４月開校予定＞

市立特別支援学校の検討状況について

令和８年２月１４日

松本市教育委員会



目指す学校の姿 ⇒ 期待される効果

障がいの有無によらず、小中学生との交流及び共同学習の機会を可能な限りつくり出すことのできる学校

⇒共に学ぶ機会の増加による、インクルーシブな共生社会の担い手としての意識の醸成

特別支援学校、自校専用ＬＤ(学習障害)等通級指導教室の設置による、学びと支援の連続性が確保された学校

⇒障がいの状態、特性及び発達段階等、一人ひとりの教育的ニーズに応じた学びの場の実現

⇒身近な地域で教育を受けられる安心感

松本市インクルーシブセンターと連携し、通常学級における多様性を包み込む学びの充実を図るとともに、

多様な学びの場の柔軟な変更が実現できる学校

⇒学校全体の学びの充実及び支援力の向上

⇒一人ひとりの、その時点における教育的ニーズに対する的確な対応に基づく、成長、発達の最大限の保障

松本市の特別支援教育及びインクルーシブ教育システムの拠点として、先行モデルとなる学校

⇒特別支援教育のセンター的機能の強化

（特別支援教育に関する情報発信、児童生徒や保護者等に対する教育相談等）

⇒インクルーシブ教育システムのフラッグシップ校として、他校への先行事例の提供及びノウハウの共有
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市立特別支援学校の目指す学校の姿（令和７年７月２４日策定）



市立特別支援学校の概要
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１ 設置場所・定員

特別支援学校小学部 特別支援学校中学部

設置場所
松本市立源池小学校内

(松本市県３丁目５－１）
松本市立清水中学校内

（松本市清水２丁目７−１２）

定員
１学年６名

（６学年３６名）
１学年６名

（３学年１８名）

２ 特徴

⑴ 併置の小中学校との交流や学びの共有
日課や学び、空間の工夫により、共に学び育つ機会を創出

⑵ 刺激と変化の多さ
県立支援学校にはない、大人数の児童生徒が活動する校内で、様々な刺激や変化を受けながら生活

⑶ 進学のたびに大きく環境が変化
市立特別支援学校 小学部(源池小)⇒中学部(清水中)⇒高等部(県立学校等）
県立支援学校 小学部・中学部・高等部が同一キャンパス

３ 特別支援学校の学校名
未定

４ 校歌
未定



一体的な学校運営に向けて
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令和１１年度に開校する特別支援学校小学部と源池小学校の一体的な学校運営に向けた条件を検討してい
ます。

１ 校長の兼務
１人の校長が源池小学校と特別支援学校の校長職を兼務

２ 教職員の兼務
教職員も源池小学校と特別支援学校の両校を兼務

３ 校務分掌（業務分担）
両校の校務分掌（業務分担）について、重複項目の整理やスリム化を図ります。

４ １つの職員室
特別支援学校と源池小学校の先生が、１つの職員室で執務を行うことで、児童の情報共有や活動計画が

行いやすい職場環境を作ります。

５ 教育課程の検討
各カリキュラムの指導内容、指導方法の展開という全体的な教育課程の議論を進め、一つの学校として

の教育のあり方を探究します。



日課の考え方の例
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日課を合わせることで、共に学ぶ活動がしやすくなることが考えられます。

開始時刻が揃い、共に学ぶ活動も可能



施設整備の概要

１ 目的
市立特別支援学校と源池小学校が、個々の学びを大切にしつつ、子どもたちの自然な混ざり合いや日常的

な交流・活動などが行いやすい、新しい学校づくりを進め、一人ひとりの教育的ニーズに応じた適切な学びの
場の整備するもの。

２ 整備方針
①特別支援学校に必要な機能や児童の特性に配慮し、小学校と特別支援学校の交流を育む校舎
②環境に配慮し、安心・安全に快適な生活を送ることができる校舎
③学校活動等への影響を最小限に抑え、安全かつ円滑な工事計画

３ 新たに確保する教室等の想定規模
①教室６室、自立活動室２室、プレイルーム、カームダウン・クールダウン室、教材室、トイレ・更衣室等
②鉄筋コンクリート２階建て 延べ床面積 約１，５００㎡以下

４ スケジュール

R7 R8 R9 R10 R11

学校の状況 （寿台支援学校分教室） （寿台支援学校分教室） 開校

特支学校
対象児童

(年中・年長児) (年長児・小１) 小１・小２ 小１・小２・小３ ～小４

源池小学校
施設整備

設計業務 増築棟新築工事（～R10）、校舎長寿命化改良工事（～R13）

仮設校舎利用（～R13）仮設校舎建設
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施設整備の考え方

全体構想図

「源池の森」を生かした交流の広がり

多様な他者との対話や、時間を共に過ごし
理解を深めることで生まれる学びのキッカケ
を育む校舎

※地域から要望されている源池小学校内へ
の放課後児童クラブの設置も検討

○可変性の高い教室

個別学習やグループ学
習に柔軟に対応できるよ
う、間仕切り等の移動が
できるフレキシブルな教
室

文部科学省資料より

○自然なつながり

・既存校舎と増築棟が自
然な形で接続し、教室の
入れ替えが可能に
・プレイルームや「源池
の森」での日常的な交
流を育む
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就学対象者について
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児童生徒の保護者から就学の希望があった者について、下記の条件に基づき、松本市教育委員会が就学
を承諾した者を就学対象者とします。

１ 障害の程度
学校教育法施行令第２２条の３に示される知的障害者に該当する児童生徒

２ 居住地域
松本市内に住所を有する児童生徒

３ 定員
原則各学年６名

４ 就学年次
令和８年度以降に学齢となる児童から就学対象とします。

５ その他
小学校児童及び中学校生徒との日常的な交流、小中学校併置の環境での教育活動について、保護者に

理解いただくこととします。

６ 定員を超えた就学希望があった場合の調整
県立特別支援学校が松本市南部地域に偏在していることを考慮し、松本市北部地域に住所を有する児

童生徒から受け入れます。松本市北部地域とは、下記の小学校区及び地域とします。

小学校区
及び地域

源池小、開智小、旭町小、清水小、岡田小、山辺小、本郷小、四賀小、筑摩小
学校区の薄川右岸地域、及び田川小学校区のＪＲ篠ノ井線東側地域、鎌田小学
校区の薄川右岸地域のうちＪＲ篠ノ井線東側地域



Ｒ11年度（小学部開校）までスケジュール

R7 R8 R9 R10 R11

全体 寿台支援学校分教室 寿台支援学校分教室 開校

対象児童 (年中・年長児) (年長児・小１) 小１・小２ 小１・小２・小３ ～小４

一期生の
入学まで

源池小学校
施設整備

清水中学校
施設整備

検討事項

・対象児童の
保護者へ周知
➡
年長児への情
報提供も含む
・中学部併置
に向けた施設
検討

・分教室設置に合わせた教育
課程
・一体的運営の検討
・小学校と小学部の教育課程
・中学部併置に向けた施設検
討

・分教室運営を通じての課題整理
・一体的運営の試行
・小学校と小学部の教育課程
・校名（Ｒ10年度中に条例改正）

・小学校と小学部の教育課程決
定
・学校グランドデザイン公表
・児童募集（就学相談）

教育研究
教員研修

予算・条例
分教室設置準備 学校設置条例改正

小学部初度調弁

設計業務 増築棟新築工事、校舎長寿命化改良工事（～R13）

仮設校舎利用（～R13）

就学相談
説明会

寿台支援１，２年生（分教室） 寿台支援２、３年生（分教室） ３、４年

【時期未定】清水中学校校舎長寿命化改良事業・特別支援学校(中学部)設置事業

設置校や教育委員会での教育研究、教員研修
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仮設校舎建設
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特別支援学校の学級設置スケジュール



□松本市公式YouTubeチャンネル
特別支援学校の設置目的などについての説明動画を公開していますので、ぜひご覧ください。
（令和７年６月開催の説明会と同内容）
タイトル
「市立特別支援学校が目指すもの～松本市のインクルーシブ教育の充実～」
をご覧ください。
URL https://youtu.be/OE3wyacHi2s?si=lMTBKrvrLuPYfFTJ

10

□松本市公式ホームページ
取組状況を随時お知らせしています。

ページ
「市立特別支援学校の設置について」をご覧ください。
URL https://www.city.matsumoto.nagano.jp/site/kyoiku/176188.html

□担当
松本市教育委員会 学校教育課 特別支援学校設置準備室（室長：内山、担当：宮島、小松）
〒390-0874 松本市大手3-8-13 大手事務所4階
電話：0263-33-9846 Fax：0263-34-3206 Mail：g-kyoiku@city.matsumoto.lg.jp

ご参考

市立特別支援学校への就学を検討いただいている保護者様で、ご質問などございましたら、下記までご連絡
ください。


